
 

 

四
、
桃
の
実
学
級
に
つ
い
て 

① 
「
子
育
て
支
援
」
と
し
て
、
就
園
前
の
未
入
園
児
と
保
護
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
・「
桃
の
実
学
級
」
を
開
設
し
、
月
二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

五
、
休
園
日
に
つ
い
て 

① 

国
民
の
休
日 

②
日
曜
日 

 

③
夏
季
休
業 

④
冬
季
休
業  

⑤
春
季
休
業 

⑥
警
報
発
令
時(

暴
風
・
津
波) 

 

⑦
そ
の
他
園
長
が
必
要
と
認
め
た
日 

六
、
保
育
料
に
つ
い
て 

 

① 

満
三
才
児
・
三
才
児
・
四
才
児
・
五
才
児
ま
で
は
無
料
で
す
。 

② 

そ
の
他
必
要
な
費
用
は
、
そ
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。 

 

七
、
桃
明
の
会
「
保
護
者
と
先
生
の
会
」
会
費
納
入
に
つ
い
て 

① 

一
世
帯
一
会
員
と
し
て
月
額
二
百
円
を
会
費
と
し
て
、 

前
期
・
後
期
の
二
回
に
分
け
て
納
め
て
下
さ
い
。 

八
、
防
災
・
設
備
協
力
費
納
入
に
つ
い
て
。 

 
 
 
 

① 

全
児
毎
月
一
口
五
百
円
以
上(

不
定
額
も
可)
の
協
力
費
納
入
を
お
願
い
ま
す
。 

九
、
そ
の
他 

 

① 

連
絡
事
項
は
お
便
り
又
は
、
ま
ち
こ
み
メ
ー
ル
で
致
し
ま
す
の
で
内
容
を
よ
く
ご
覧
下
さ
い
。 

③ 
 

保
育
中
、
先
生
と
の
面
談
、
電
話
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

④ 
 

欠
席
の
際
は
ご
連
絡
下
さ
い
。 

⑤ 
 

伝
染
性
の
病
気
の
時
は
特
に
速
や
か
に
連
絡
し
、
全
快
ま
で
登
園
は
御
遠
慮
下
さ
い
。 

(

法
定
伝
染
病
の
場
合
は
医
師
の
証
明
を
要
し
ま
す
。) 

⑤ 

家
庭
の
お
も
ち
ゃ
、
そ
の
他
不
要
な
も
の
は
持
た
せ
な
い
で
下
さ
い
。(

必
要
な
物
は
そ
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。) 

                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

         

 

 

 
 

         

 

 
 

                 

                        

 

 
 

           

                                

 

 
 

                

 

 
 

           

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            
 

   

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                    

                                    

                            

                            

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

入
園
入
園
の
し
お
り

の
し
お
り  



 
 
 
 
 

御 

挨 

拶 
時
下 

皆
さ
ま
方
に
は
、
い
よ
い
よ
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

当
有
馬
幼
稚
園
は
、
お
蔭
さ
ま
で
創
立
以
来
順
調
な
歩
み
を
続
け
、
幼
児
教
育
に
専
心
致
し
て
お
り
ま
す
。 

本
園
の
建
学
精
神
で
も
あ
り
、
長
年
の
実
践
が
生
か
さ
れ
た
「
心
の
教
育
」
は
必
ず
保
護
者
の
皆
さ
ま
方
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
、
信
じ
て
お
り

ま
す
。 

 

今
後
ま
す
ま
す
、
教
育
内
容
充
実
の
為
、
職
員
一
同
一
致
協
力
し
全
力
を
傾
け
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

お
子
さ
ま
の
ご
入
園
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
馬
幼
稚
園
・
園
長 

 
 
 
 

山 

田 

量 

大 

 

有
馬
幼
稚
園
の
特
色 

一
、
紀
南
地
方
で
唯
一
の
学
校
法
人
立
の
幼
稚
園
で
す
。 

有
馬
幼
稚
園
は
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
に
学
校
教
育
法
第
一
条
に
定
め
ら
れ
た
幼
稚
園
で
あ
り
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
き
、
満
三
歳
よ
り
小

学
校
入
学
ま
で
の
幼
児
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

二
、
け
じ
め
を
大
切
に
し
、
心
を
育
て
る
教
育
を
し
ま
す
。 

幼
児
教
育
過
程
を
踏
ま
え
た
上
で
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
思
想
や
仏
教
哲
学
に
よ
る
人
間
観
に
基
づ
き
「
生
命
（
い
の
ち
）
」
「
心
（
こ
こ
ろ
）」
「
身
体

（
か
ら
だ
）」
を
三
位
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
将
来
の
根
幹
づ
く
り
と
し
て
、
自
然
の
中
に
存
在
す
る
『
不
思
議
な
生
命
の
働
き
』
に
気
付
か
せ
、「『
あ

り
が
と
う
』
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
」
に
感
動
・
感
謝
し
、『
み
ん
な
大
好
き
』
と
い
う
豊
か
な
感
性
・
感
情
を
養
う
と
共
に
、
保
育
や
諸
行

事
を
通
じ
て
、「
い
の
ち
イ
キ
イ
キ
」「
こ
こ
ろ
ノ
ビ
ノ
ビ
」「
か
ら
だ
キ
ビ
キ
ビ
」
と
い
う
本
来
の
子
供
た
ち
の
力
を
引
き
出
し
、「
感
謝
の
心
」、「
我

慢
強
い
心
」、
「
思
い
や
り
の
心
」
を
培
い
、「
生
き
る
喜
び
」
を
育
む
な
ど
、
心
豊
か
な
人
間
形
成
の
基
礎
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

三
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
を
取
り
入
れ
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。 

外
国
人
講
師
の
指
導
の
下
、
英
語
と
の
は
じ
め
て
の
出
会
い
（
原
体
験
）
を
楽
し
い
も
の
に
さ
せ
る
と
同
時
に
、
遊
び
な
が
ら
豊
か
な
想
像
力
と

感
性
を
養
い
、
さ
ら
に
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
専
門
講
師
の
指
導
の
も
と
、
高
い
教
育
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 

四
、
安
全
な
食
材
に
よ
る
希
望
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

身
体
の
成
長
と
共
に
味
覚
の
基
礎
が
作
ら
れ
る
幼
児
期
の
食
事
を
真
剣
に
鑑
み
、
和
食
を
十
分
に
摂
り
入
れ
た
献
立
を
中
心
に
、
月
、
火
、
水
、 

 

木
、
金
曜
日
の
五
日
間
を
一
単
位
と
し
た
安
全
な
食
材
に
よ
る
希
望
給
食
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

五
、
リ
ズ
ム
遊
び
・
ダ
ン
ス
・
体
操
教
室
の
導
入
に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、
感
性
や
身
体
づ
く
り
と
動
き
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。 

専
門
講
師
の
指
導
で
全
身
運
動
や
音
感
を
訓
練
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
よ
り
よ
い
刺
激
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
内
在
す
る
生
命
の
律
動
を
表
出

さ
せ
、
「
生
き
生
き
と
し
た
感
性
と
自
由
に
動
け
る
身
体
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

六
、
坐
禅
や
茶
道
に
よ
る
躾(

し
つ
け)

教
育
を
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

お
寺
で
の
『
坐
禅
』
や
『
茶
道
』
の
作
法
や
お
話
を
通
し
て
、
「
感
謝
の
心
」
・
「
我
慢 

 
 
 
 

強
い
心
」
・
「
思
い
や
り
の
心
」
や
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
・
「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

 
 
 

 
 

・
「
み
ん
な
大
好
き
」
の
心
と
言
葉
が
自
然
に
身
に
つ
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

連
絡
事
項 

一
、
保
育
時
間
に
つ
い
て 

 
 

① 

原
則
と
し
て
先
の
と
お
り
定
め
ま
す
。 

 
 

一
年
度
を
第
一
期
・
四
月
～
八
月
。
第
二
期
・
九
月
～
十
二
月
。
第
三
期
・
一
月
～ 

 
 
 
 
 

三
月
と
し
、
保
育
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
二
時(

土
曜
日
午
前
十
一
時)

。 
 
 

 
 

※
季
節
に
よ
り
多
少
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

② 

時
に
よ
っ
て
変
更
の
場
合
は
前
以
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

③ 

登
園
は
午
前
八
時
三
十
分
～
九
時
十
五
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
遅
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

二
、
希
望
給
食
に
つ
い
て 

 

① 

月
、
火
、
水
、
木
、
金
曜
日
は
希
望
給
食
（
ご
飯
は
御
持
参
下
さ
い
） 

 
 

希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
お
弁
当
を
持
た
せ
て
下
さ
い
。 

三
、
延
長
保
育
に
つ
い
て(

共
働
き
世
帯
は
無
料
で
す) 

① 

原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
、
早
朝
午
前
七
時
三
十
分
～
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
と
、 

午
後
二
時
三
十
分
～
五
時
三
十
分
ま
で
延
長
保
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

② 

午
後
三
時
三
十
分
に
お
や
つ
を
用
意
し
ま
す
。 

 
                             

 
  

③ 

夏
冬
春
休
み
中
は
、
希
望
に
よ
り
午
前
七
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※
お
盆
の
期
間
中
は
、
な
る
べ
く
ご
家
庭
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
が
、
お
仕
事
な
ど
で
都
合
の
悪
い
方
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

④ 

毎
月
２
回
の
土
曜
日
は
、
午
前
八
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分
迄
、
在
園
中
の
園
児
で
ご
希
望
の
方
、
そ
れ
以
降
午
後
二
時
迄
は
、
原
則
と
し
て
共

働
き
世
帯
の
園
児
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
事
情
に
よ
り
ご
家
庭
で
の
保
育
が
出
来
な
い
世
帯
の
園
児
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

《 

裏
表
紙
へ
続
き
ま
す 

》 


